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アワプラジオ通信は千代田区社会福祉協議会（東京・九段

下）の中にあるちよだボランティアセンターに置かせてい

ただいています。また、アワプラジオやメンバーがかかわ

るイベント等でも配布しています。バックナンバーがウェ

ブサイト上でダウンロードできます。置き場を提供してく

ださる方も随時募集しています。発送を希望される方もお

気軽にご連絡ください。 

 

＜アワプラジオとは＞ 認定 NPO 法人 OurPlanet-TV で

出会った仲間で、2009 年に開局したミニＦＭ、インター

ネットラジオ局です。名称は OurPlanet-TV の略称である

アワプラにちなんでいます（アワプラとは別々の団体です）。 
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『Abe’s VIEW』 Vol.31 「『みんな仲良く』と歌ったら殺されるかもしれない社会」 
 

6 月 15 日、共謀罪の趣旨を盛り込んだ改正組織的犯罪処罰

法が強行採決されました。審議を尽くさず数の横暴で押し切

るやり方は目を覆うばかりで、そこはもう同法への賛否以前

の問題です。 

同法そのものの問題点についてはここでは置いておいて、

私がずっと引っかかっているのはこの「共謀罪」に対して、

表現活動に携わる人たちの多くがあまりに無関心である点に

ついてです。私は自分が作詞や作曲をして歌う人間ですが正

直なところ、かなりこうした状況に苛立ちを覚えています。 

この国の市民の“お任せ民主主義”は今に始まったことでは

ありませんが、たとえばシンガーソングライターが歌をつく

って披露したとき、「そんな歌は歌ってはいけない」と言われ

るリアルな感覚が、自分事としてどれだけの表現者にあるで

しょうか。私には仮にそういうことが起きてもそれを疑問に

も思わず、そういうものかとあっさり従う“羊の群れ”が目に

浮かぶようです。 

自分は有名人ではないし、そんな社会への影響力なんてな

いし。内輪で楽しくやっているだけ。別に政治的なことを表

現しているわけではないし関係ないよ、何か知らないけどウ

ザいよとか思っていたらそれは大間違い。この法律との類似

性が強く指摘されている戦前の治安維持法。この法律が最初

に適用されたのは著名人の活動や作品の内容などなんかでは

なく、大学生によるサークルの勉強会です（京都学連事件）。 

こんな状況だからこそ、人を差別して傷付けるような内容

ではない限り、自分の思いや考えを作品にのせて外部へ表現

することができる自由ということの意味を表現活動に携わる

人ならば、もっと重く受け止めるべきです。 

たとえば「世界中のみんなと仲良くしようよ」という趣旨

の歌をつくって歌い、グローバル化社会の競争を勝ち抜いて

もう一度わが国は経済大国をめざすのに、そんな士気が下が

るような歌はけしからん、政治的だと言われて警察へ連行さ

れて、その歌い手が『蟹工船』の作家、小林多喜二のように

拷問の末に命を落とす。これを「また滑稽で極端なことを言

っている」ということで済ませていいのでしょうか。 

テロ対策という言葉に乗せられて、むしろみんな管理され

たり監視されたりすることを望んでいるかのように見えるご

時世、せめて表現したいことを持っている人たちは、自分自

身の表現の自由は侵させないという矜持を忘れないでほしい

と思います。（阿部浩一）

  

Hello! Movie 
～映画の紹介～ 

武曲 MUKOKU (2017 年・日本)  熊切和嘉 監督 
命を懸けて闘うときがある―。なんて言うと今の日本ではバカにされるかもしれない。『武

曲』では、剣豪たち、死闘、生と死の狭間と現代が舞台ながら『時代遅れ』とも言えること

が起こってくるのだ。任侠や、侍を扱った昭和の映画を思わせる。 

研吾(綾野剛)は日本刀を家に置くような父(小林薫)から剣の手ほどきをうけ、一目置かれ

る剣豪になった。しかし、父との間のある事件から、剣を捨て自暴自棄で、酒浸りの荒れた

生活に。研吾のもう１人の師匠・光邑(柄本明)は高校生の融(村上虹郎)を研吾のもとに送り込

もうとする。彼はラップのリリック作りに夢中な高校生だが恐るべき剣の才能を秘めていた。

そして死にも魅せられていた。剣の道に導かれ、交わっていく研吾と融。 

父への憎しみと親子愛とで揺れ動く研吾を綾野が熱演。親子のふれあいもなく、命のやり

取りでしかコミュニケーションが取れなかった父子。憎みながら、父と同じように闘いの中

にしか生きられない血が流れていることへの葛藤。自らの生きざまに苦しむ研吾に共通点な

どまるでない年下の融が入り込んでくる。彼はライバルにして救いとなるのか破滅となるの

か？ 息も突かせぬ展開になる。 

それぞれが生死を懸けて挑んでいくなかで忘れ去られてしまったことを思い起こされた。

狂気をはらんだ目でラップを熱唱する融、台風の中での研吾と融の死闘。静と動を使い分け、一つ一つが力強く、心打たれる

名作に仕上がった。（宮内華子） 
 



ЏЇЏЇ ⱴὕ  ハノイで美味しく、美しく（ベトナム）② 
ベトナムの食生活は、我々と同じ「米」だ。白いご飯を炊き、野菜や肉、魚のおかずを添

えて食べる。日本人には馴染み深い食生活だが、せっかく旅行に来たのだから、現地ならで

はの食事も楽しみたい。 

ベトナムと言えば米粉でできたフォーが有名だが、北部のハノイではブンという麺の方

が主流らしい。フォーよりも丸く、形と食感はそうめんに近い。有名な食べ方は、ブンチャ

ーというつけ麺スタイルの料理だ。炭火で焼いた豚つくねと香草と野菜を、甘酸っぱいつけ

ダレの中に入れ、そこへブンを浸して食べる。香草やシソ、瑞々しい葉野菜とブンを一緒に

食べるとさっぱりとするし、炭火の香りの肉団子を加えると食べ応えも増し、肉の脂が混ざ

ってタレに深みが出る。揚げ春巻きを入れても良い。ニョクマムに砂糖やレモンなどを加えた少しクセのあるタレと、香草類

特有の香りが絶妙に合う。 

歩道には屋台のようなお店がいくつもある。お風呂用の小さなプラスチックの椅子を並べ、道路に直に置いたガスコンロで

ブンを茹で、無造作に置かれたカゴの野菜をてんこ盛りにして提供する。一杯は約 50～70 円。レストランでさえ写真の量で

800 円くらいだ。砂埃の舞う地べたでの食事に多少抵抗感はあったものの、美味しいものはやはり美味しい。旅先で不足しが

ちな野菜を沢山食べられるのも嬉しかった。 

ベトナムの肥満率は国際比較でも断トツに低い。肥満人口比率は、アメリカ人が 33、日本人は 3、ベトナム人は 0.3 と格段

に少ない。ベトナムの味付けが、決して薄いわけではないし、暑い国らしく砂糖も油も沢山使っている。だが、米を中心にし

たバランスの良い食生活が、太りにくい体質を作っているのではないだろうか。事実、米食文化のアジア諸国の肥満率は、世

界的に見てもかなり低い。またベトナムの女性は肌も滑らかで美しい。暑い国にありながらあの肌を保つ秘訣は何か。その答

えも食事の中にあるような気がしてならない。（浅香友里） 

ⱣϚɚϱɚ   子どもと遊び、学び -絵本を選ぶ- 

どんな子どもでもおそらくは避けて通れない、絵本について考えてみたことはありますでしょうか。

毎年 1000～2000 タイトルもの新刊が出版されているといわれていますが、発売から 3 か月たった後、

書店に残るものはとても少ないのが現状です。児童書は他のジャンルと違いロングセラーが数多く存在

します。福音館書店『ぐりとぐら』、童心社『いないいないばあ』はどちらも発売から 50 年経ったもの

ですが児童書コーナーの一角に必ずと言っていいほど並べられています。 

ではこの時代の作家が作り出したものが何故 2017 年の今も売れ続け、読み継がれているのでしょう

か。ひとつに作家が戦争の最中、幼少期を過ごしたことにあると考えられます。戦時中は疎開したり、

親戚の家に預けられたりと、決して子どもに満足な学習機会を与えたり、心を豊かにすることが出来な

かったりする時代でした。 

そういったことを経験した作家は子ども向けの本を作り出し、夢を与えようとしだしたのが 1960 年

代にあたります。経済と社会の復興が波に乗り出し、高度経済成長期、大人たちが子どもとやっと心を

通わせられるそんな時期に立ち上がった作家が残した作品が何代にも渡り今も読み継がれています。 

もし子どもに与えたい絵本に悩んだら、自分が読んでいたかもしれない昔の絵本を手に取ってみてく

ださい。読めば思い出す、幼少期の貴方だけの思い出を次世代にも繋げてみませんか。（しおばらゆうじ） 
 
◆某書籍・雑貨店勤務。知育玩具・児童書の販促担当を通算 3 年目。木製玩具がお友だち。子どもだけでなく大人にも手にとっていただけるよう日々奮闘中。  

『GREEN BOOKS』 
～本の紹介～  

徹底調査 子供の貧困が日本を滅ぼす 社会的損失 40 兆円の衝撃（2016 年 9 月） 

日本財団子どもの貧困対策チーム  文春新書・842 円 

貧困という言葉を聞くと、どこか遠い国の外見からして明らかに判断可能な「絶対的貧困」を思い浮かべ

る人が多いだろう。そこに最低限の衣食住は何とかまかなえても、教育や将来への投資などができない「相

対的貧困」については可視化や理解を得ることの難しさがある。 

厚生労働省の国民生活基礎調査によれば、1985 年には 10.9％だった日本の子どもの相対的貧困率は、

2012 年には 16.3％。相対的貧困が見過ごされた結果、子どもたちの将来の選択肢は狭められ、貧困の連鎖

に陥る可能性が高い。 

たとえば世界でもっとも高いと言われる日本の大学の学費。90 年代以降、家計収入が減少する中で多く

の大学生が何らかの奨学金制度に頼らざるを得ない。そしてその奨学金制度のほとんどが貸与型であり、卒

業する時点で若者たちは高額な借金を背負って社会に出ることになる。データ分析や事例が豊富な本書は、この問題を「当人

や親の努力が足りないからだ」などと他人事にし続けることでは何も解決しないどころか、私たち一人一人の将来的な負担増

につながることを教えてくれる。将来を担う子どもの貧困問題について感情に流されない、建設的な議論が必要だ。（阿部浩一） 


